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日本の高度の肥満児は, 欧米に比べると幸いに
頻度も程度も小さいものの, 近年では小学高学年
や中学生の�％程度は居る ,!)｡ 島根県の小学"年
生から中学生は#万$千人とし, 実に%&'人程に
もなる｡
治療を求める肥満児の多くは(歳頃以降で, 高
度かそれ近くになっており%,)), 大きな治療効果を
続けることは困難である｡

高度の肥満児は典型的には学齢前期 (*歳から
$, +歳頃) より過剰な体重増加を示しており,
欧米では地域をあげての乳幼児期の肥満予防対策
が検討されている&,,)｡ 米国の如く-.-の成長曲
線で/0パーセンタイル以上の重症肥満児でも*～
$歳で1％, +～  歳で &％も居るのでは0), 地
域社会的取組しか無いかもしれない｡
日本も同様な取組みも必要であろうが, 加えて,
個別的な対応も十分に可能である｡ 対象児を見定
める方法と, 対応の内容が問題になるが, 本稿で
は, その前に, 異常な体重獲得における学齢前期
の重要性を示す研究報告を整理してみた｡
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幼児から思春期の間のABC発育軌道を研究した"編をまとめた｡ $％前後を占める最
高位軌道は*～#歳より過剰な体重増加を続け, 他軌道との差を広げており, 小学高学年
頃の中等度上位から高度の肥満児に相当すると考えた｡ この群の母親には, 肥満, 妊娠中
の過剰体重増加と喫煙を他軌道より多く認めた｡
近年, 普通肥満に関わるDEFGの変異が%'以上知られ, 最高位軌道群はリスクHIIJIJを
より多く保有する遺伝的高感受性群であろうが, 個々のHIIJIJを作用サイズは小さく, 肥
満向性環境の強い影響も相まっているに相違ない｡
#歳児健診等で過剰体重増加を開始した児を早く見定め, その進行を防ぐ生活習慣を確
立させ, 高度肥満への進行を予防したい｡
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小児期の肥満は成人期までトラッキングする傾
向があるが, その傾向は幼児期の過体重より認
め�), 重症度が増す程, 強い )｡
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最近, 前項を端的に示す!"#発育軌道の報告
が相次いだ｡ $%&'()*)&%+*',&'-+.*%&/0%1
という統計学的手法を用い, 各個人の複数回の測
定値から集団内に同質の経過を示す亜群を見出す｡
乳児・幼児期早期から小児・思春期の間の軌道
を研究した2報告を!に示した34536)｡ 日本の
7)8)ら39)の他は, 性差は無いとして男女児合わ
せ成績を示した｡ 7)8)らは安定平均群 (広義)
をさらに, 安定平均群 (狭義) と安定高め平均群
(:歳頃まで安定平均の上を沿い, 以降, 漸増し
;歳頃に過体重に近づく) に分けている｡ 7)8)
らの男児の成績を"に示した｡ <歳より始まるラ
インは肥満と過体重の,.+/==値を示す｡ 安定痩
せ群 (安定平均 (狭義) の3>8?㎡弱下方に沿う)
と, 安定高め平均群は省いた｡

軌道数, 軌道名とも報告毎に異なるが, 最上位
群の割合は比較的に近似する点, また, 7)8)ら
の, この群の頻度, 男児2％, 女児<％は, 日本
の;～3@歳の肥満度概略＋6A％以上の頻度と一致
する点は興味深い3,9)｡ 7)8)らのこの群の !"#
は<歳で既に他群より優位に大きく, その後, :
～B歳までの間も増大の一途となる｡ この間は進
行過体重群が横這いないし微増の他は, 痩せ体型
が進む｡
豪州の 7.)C8ら33)の上昇高位群と, 英国の
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数値を論文中の図より読み取り簡略化して作成した｡
安定平均群は狭義のもので, 安定痩せ群と安定高め平
均群は略した｡ <歳から始まるラインは肥満と過体重
の,.+/==値を示す｡
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� !"#ら (所属機関は米国)$%)の遅発過体重群も
この間に増加を示すが, あるいは, 欧米と日本の
肥満児の割合の違いは, これらの存在によるかも
しれない｡
また, &'"()らの上昇中位群も上記の学齢前

期に *+,-スコアの上昇を示すが, この群の
*+,-スコアは, 出生時も.歳時も平均を下回り,
以降, 漸次, 肥満度を増し, 思春期に中位になる｡
これは*"/01/らが主張する$2), 成人後に冠動脈
疾患を発症し易い群の軌道と一致する｡ ただし,
彼らが, この群こそ成人後にインスリン抵抗性を
示すとしたのに対し, &'"()らは思春期に安定
高位や上昇高位群で上昇中位群以上のインスリン
抵抗性を認めた$$)｡ これは対象の出生年代が,
&'"()らの$334年前後に対して, *"/01/らは大
戦前・中の$3%2年から$322年であり, 食糧不足が
関連する可能性がある｡ 56(-"71-ら$8)も.歳～
9歳未満に ": ;6< =!/1#6'(: (>?) を示し肥
満が進行すると, @歳に既にインスリン抵抗性や
血清中性脂肪の増加を示しやすいことを報告して
いる｡
なお, 米国A らもBCBの成長曲線上で*+,
が, どの年齢で肥満になり易い動きを示すかでD
軌道を把握した$E)｡ $$％を占める早期発症肥満群
は.歳時に既に約%4％は肥満で, F歳約84％, G
歳H4％と増し, $I歳にはほぼ全例が肥満になる｡
9％を占める遅発肥満群の肥満は.歳$4％で, F
歳, G歳には, ほぼ無くなるが, J歳頃より急速
に増し, $4歳以降にはほぼ全例が肥満になる｡ 残
るH2％の (1K1/肥満群は.歳と$I歳時の少数を
除き, 肥満にならない｡ やはり, .～G歳の間に
肥満度を増すか否かが, 軌道判別の鍵である｡
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高度の肥満の成り立ちは幼児期に開始すること

は, 以前より9～G歳以前の早期の>?として
主張されていたが$L), *+,発育軌道はこれを端
的に直接的に示した｡ >?は乳児期以降に痩せ体
型が進み, *+,値が最低値になる点を言うが,
最高位軌道群では低下を認めない｡
以上の事項は, 異なる形でも報告がある｡ 例え
ば, $%歳時の肥満も, 正常体重との分岐は既に.
歳～D歳に始まり, 加齢に伴い差異は拡大する$H),
.歳～@歳の間の体重増加の大きいことが$E歳で
の肥満に繋がる$3), 等々であるI)｡
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*+,発育軌道の報告者は, A らも含め最高位
軌道の危険因子として妊娠中の事項に着目し, い
ずれもが母親に肥満が多いことを挙げた｡ 世代を
超えた悪循環になるI4,I$)｡
妊娠中の過剰体重増加は&'"()らと, A らが

指摘した｡ 妊婦の適切体重増加は, 米国では妊娠
前に正常体重の場合は$$M2～$8M80), 過体重・
肥満の場合は8～$$M20)とされ, 母親が肥満で
も妊娠中の体重増加を適切範囲内に止めた場合,
その児の$4歳時の肥満度は, 母親の肥満度に応じ
増すが, 過剰増加の場合より明らかに小さいI$)｡
母親の減量は難しいが, 妊娠中の過剰増加は是非
とも防ぎたい｡
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最高位軌道の母親に妊娠中の喫煙者がより多い
ことはN/!6/ら, &")"ら, � !"#らが指摘した｡
肥満との関連に限らず, 母親の喫煙は何としても
防ぎたい｡
他には児の出生時過体重を &")"ら (男児の

み) と, A ら (F0)以上), また, 妊娠中の朝
食抜きを&")"らが指摘した｡
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母親の肥満は遺伝因子のみならず, 胎内環境へ
の影響や, 母親の食行動などの乳幼児期での影響
とも関連しうる｡ 妊娠中の喫煙も環境因子だけで
なく, 遺伝的感受性も絡み複雑である｡ 肥満の流
行は, 遺伝的感受性と, 環境の大きな変化の相互
作用の結果とされる｡
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����年に報告の !" (#$%&$''$()*+,'-%.
$''*/-$%,)0,(,) を始め, 肥満に関わる遺伝子
の単一ヌクレオチド多型 (123) は現在, 少な
くとも4�が知られる｡ 欧州では !"を含む5遺
伝子の123が6歳未満発症の肥満と, 789≧:�
の極度成人肥満の両者に関わることが示された��)｡
しかし, 肥満関連123変異は高度肥満者のみ
が保有するのではない｡ 例えば,  !"の肥満度
を高める特定123の;;多型は欧州の一般小児
の<:％, ;!多型は:=％が保有し, ;;多型は
!!より789を<>�4倍にするにすぎない�4)｡
現在のところ, 作用$??,?,の保有数でリスク度
が示される�:@�A)｡ リスク度は正規分布し�:), 例え
ば欧州の<A遺伝子の<�123'についての小児の
研究では, 789や皮下脂肪厚は作用$??,?,の保
有数ときれいに相関し�:), 4:$??,?,'中�<個以上
の保有児は4>�％を占めた｡
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普通肥満は多因子遺伝に他ならない｡ �=の

123'に関する 7,?'B.らの研究では�C), 一般小
児は<C～4Aのリスク $??,?,'を保有し, ＋<1D
(4�) 以上を保有する群は小児期早期に急速体重
増加を示し, ;Eは早期となり, 若年成人期まで
慢性的肥満であった｡
遺伝的リスク度と789発育軌道との直接的関
連は未実証であるが, 高リスク児がより強い肥満
向性環境に長期曝された場合に高位軌道になるに
相違ない｡
個々の肥満遺伝子の作用機序は不明点が多い｡
 !"遺伝子のリスク$??,?,を持つ小児はエネル
ギー消費や食物摂取量には影響ないが, 高エネル
ギー濃度食品を好む可能性がある�4)｡
この$??,?,の保有者や, <�の123'でみた高リ

スク群の成人の体重増加度は, 日常, 運動をする
場合は, しない場合に比べ:�％も低下することが
示された�A)｡ 小児では運動の効果は無かったが�:),
小児では肥満度や運動量の多寡の差は成人に比べ
小さく, 検出し難いかもしれない｡ だが, 運動量
の小差こそ重要かもしれない｡
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小学高学年頃に高度肥満になる小児は, F歳～
G歳頃から, 過剰な体重増加を続けている｡ 遺伝
的感受性の高い児でもあるが, 肥満の進行を防ぐ
生活習慣により過剰増加を小さくでき, 学齢前期
はそれを確立する好機でもある｡ リスク児を早期
に見出し, 対応したい｡
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